
～美ら島の未来を拓く～沖縄総合事務局

定例記者会見（ ７ 月 ） 

令和元年７月１８日（木）１４：００～

沖縄総合事務局６階「特別会議室」

【発表事項】

1. 平成 31 年度（令和元年度）「沖縄酒類製造業自立経営促進事業」の

事業採択について

2. 「第３回食育活動表彰」における読谷村漁業協同組合の受賞について

3. 子ども見学デーの開催について
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 令和元年７月１８日 

～美ら島の未来を拓く～ 

沖 縄 総 合 事 務 局 

平成 31 年度（令和元年度）「沖縄酒類製造業 

自立経営促進事業」の事業採択について

「沖縄酒類製造業自立経営促進事業」は、海外への販路開拓などに向けた先進的・モデル的

な事業の実施を泡盛酒造業者等に委託し、その取組結果、ノウハウ等を公表することにより、

泡盛製造業全体として海外展開の動きを促進することを目的としている。 

平成 31 年度（令和元年度）は平成 31年 3月 22 日（金）から平成 31 年 4 月 19 日（金）の間

公募を行い、13件の申請があった。厳正な審査の結果、7件の事業を採択した。 

１．事業の背景 

・泡盛製造業は、沖縄の貴重な地場産業として、雇用の確保や地域経済の振興等に重要 

な役割を果たしているところ、近年、出荷数量が減少傾向にあるなど、厳しい状況に置か

れている。 

・このため、内閣府では 2018 年 1月より「琉球泡盛海外輸出プロジェクト」を立ち上げ、

まずは 2020 年までに泡盛の輸出量を倍増させることを目標に、官民一体となった取組を

推進している。 

・当プロジェクトでは、プロジェクト会員が行動計画に基づき各取組を実施するととも

に、プロジェクト会合を開催し、会員相互の取組について情報交換を行っている。 

・沖縄総合事務局では、プロジェクトの取組の一環として「沖縄酒類製造業自立経営促進

事業」に取り組んでおり、海外への販路開拓などに向けた先進的・モデル的な事業の実施

を泡盛酒造業者等に委託している。 

２．平成 31 年度（令和元年度）採択結果 

・採択事業者 ７件（欧州市場、北米市場、豪州市場、アジア市場） 

問い合わせ先 

内閣府沖縄総合事務局総務部振興企画官室 

担当者：宮平、中村 

TEL：098-866-0047  

FAX：098-860-1025 



内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局

平
成
3
1
年
度
（
令
和
元
年
度
）
「
沖
縄
酒
類
製
造
業
自
立
経
営
促
進
事
業
」
の
事
業
採
択
に
つ
い
て

内
閣
府
で
は
2
0
1
8
年
1
月
よ
り
「
琉
球
泡
盛
海
外
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
泡
盛
の
輸
出
量
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、
官
民
一
体
と
な
っ

た
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

「
沖
縄
酒
類
製
造
業
自
立
経
営
促
進
事
業
」
は
、
海
外
へ
の
販
路
開
拓
な
ど
に
向
け
た
先
進
的
・
モ
デ
ル
的
な
事
業
の
実
施
を
泡
盛
酒
造
業
者
等
に
委
託
し
、
そ
の
取

組
結
果
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
泡
盛
製
造
業
全
体
と
し
て
海
外
展
開
の
動
き
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

平
成
3
0
年
度
の
予
算
額
は
3
1
百
万
円
（
採
択
事
業
2
件
）
、
平
成
3
1
年
度
は
1
1
0
百
万
円
（
採
択
事
業
7
件
）

【
平
成
３
１
年
度
採
択
事
業
一
覧
】

事
業
者

地
域

区
分

事
業
概
要

（
株
）
B
lu
e
sh
ip
沖
縄

欧
州

琉
球
泡
盛
を
ジ
ン
や
テ
キ
ー
ラ
な
ど
と
並
ぶ
ハ
ー
ド
リ
カ
ー
「
A
W
A
M
O
R
I」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
構
築
し
、
現
地
の
バ
ー
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
展

開
す
る
こ
と
で
、
バ
ー
で
の
飲
酒
体
験
を
通
し
て
一
般
消
費
者
に
お
け
る
泡
盛
の
認
知
度
向
上
を
図
る
。

（
株
）
ア
ド
ス
タ
ッ
フ
博
報
堂

北
米

北
米
最
大
の
県
人
会
の
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
）
を
中
心
に
、
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
沖
縄
発
の
世
界
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
空
手
と
泡
盛
」
の
関
係
性
等
を
活
か
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
現
地
バ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
販
路
展
開
を
行
い
、
ア
メ
リ
カ
人
高
額
所
得
者
層
へ
の
琉
球
泡
盛
の
浸
透
を
図
る
。

（
有
）
比
嘉
酒
造

ア
ジ
ア

韓
国
及
び
香
港
に
お
い
て
、
フ
ー
ド
ペ
ア
リ
ン
グ
の
提
案
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
を
実
施
し
、
現
地
の
2
0
代
～
4
0
代

に
お
け
る
琉
球
泡
盛
の
認
知
度
の
向
上
を
図
る
。

ま
さ
ひ
ろ
酒
造
（
株
）

ア
ジ
ア

海
外
で
も
認
知
度
の
高
い
ジ
ン
の
販
売
を
通
じ
「
原
酒
と
し
て
の
泡
盛
」
を
認
知
さ
せ
、
泡
盛
の
販
売
に
繋
げ
る
。
ま
た
、
日
系
ル
ー
ト
に

頼
ら
な
い
販
路
を
開
拓
す
る
こ
と
で
、
現
地
の
ハ
ー
ド
リ
カ
ー
愛
好
者
（
中
流
階
級
）
向
け
の
販
路
を
構
築
す
る
。

ヘ
リ
オ
ス
酒
造
（
株
）

豪
州

日
本
食
ブ
ー
ム
に
よ
り
バ
ー
ス
タ
イ
ル
の
居
酒
屋
や
、
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
増
え
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
、
2
0
代
～
3
0
代

の
男
女
を
想
定
し
た
泡
盛
の
P
R
や
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
オ
セ
ア
ニ
ア
市
場
に
お
け
る
モ
デ
ル
事
業
の
創
出
を
図
る
。

（
株
）
新
垣
通
商

ア
ジ
ア

巨
大
な
蒸
留
酒
（
白
酒
）
市
場
を
有
す
る
中
国
大
陸
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
㈲
今
帰
仁
酒
造
等
と
行
い
、
中
国
の
大
口
販
売
契
約

の
機
会
創
出
等
、
琉
球
泡
盛
販
売
先
を
確
立
さ
せ
、
主
に
中
国
の
中
流
階
級
や
若
者
へ
の
販
路
を
構
築
す
る
。

（
株
）
パ
ー
ト
ナ
ー
ブ
レ
ー
ン

全
般

沖
縄
県
酒
造
組
合
等
と
連
携
し
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
と
泡
盛
酒
造
所
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
・
支
援
や
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
・
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
等

を
通
じ
た
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
を
目
的
と
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
本
委
託
事
業
の
各
受
託
事
業
者
に
対
し
て
、
沖
縄

県
酒
造
組
合
等
と
連
携
し
、
関
係
機
関
が
行
う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
自
走
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
る
支
援
を
す
る
。



KA
ZE

M
IZ

U
TS

UC
HI

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局

【
平
成
３
０
年
度
採
択
事
業
一
覧
】

事
業
者

地
域

区
分

事
業
概
要

（
株
）
B
lu
e
sh
ip
沖
縄

欧
州

欧
米
市
場
に
向
け
た
取
組
。
ロ
ー
カ
ル
の
バ
ー
等
で
展
開
し
、
ハ
ー
ド
リ
カ
ー
分
野
で
の
琉
球
泡
盛
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
目
指
す
。
ボ
ト

ル
の
試
作
や
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
の
泡
盛
講
座
、
カ
ク
テ
ル
コ
ン
ペ
等
を
実
施
し
た
。

ビ
ン
コ
ウ
Ｈ
Ｄ
(株
)

ア
ジ
ア

泡
盛
を
中
国
市
場
お
よ
び
中
華
系
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
向
け
に
展
開
。
泡
盛
を
「
日
本
酒
」
で
は
な
く
「
白
酒
」
（
蒸
留
酒
）
と
し
て
認
知
さ

せ
る
た
め
、
歴
史
的
な
琉
球
王
国
の
御
用
達
酒
と
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
P
R
を
実
施
し
た
。

（
参
考
資
料
１
）

（
株
）
B
lu
e
sh
ip
沖
縄

ビ
ン
コ
ウ
Ｈ
Ｄ
(株
)



琉
球
泡
盛
海
外
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

構
成

琉
球
泡
盛
の
海
外
展
開
を
促
進
す
る
た
め
、
官
民
の
関
係
者
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
推
進

（
目
標
値
）
令
和

2
年
（

2
0
2
0
年
）

7
0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
、
令
和

4
年
（

2
0

2
2
年
）

1
0
0
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

※
現
状
（
平
成

2
9
年
（

2
0
1
7
年
）
）

2
9
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
、
（
平
成

3
0
年
（

2
0

1
8
年
）
）

3
1
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

目
的
に
賛
同
す
る
関
係
団
体
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
府
省
な
ど
で
構
成

【
顧
問
】

宮
腰
光
寛

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方
対
策
）

【
会
長
】

小
泉
武
夫

東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授

【
副
会
長
】

佐
久
本
学

沖
縄
県
酒
造
組
合
会
長

【
会
員
】
（
関
係
団
体
等
）
沖
縄
県
酒
造
組
合
、
沖
縄
県
卸
売
酒
販
組
合
連
合
会
、
沖
縄
県
小
売
酒
販
組
合
連
合
会
、
沖
縄
県
商
工
会
連
合

会
、
沖
縄
県
商
工
会
議
所
連
合
会
、
沖
縄
県
産
業
振
興
公
社
、
沖
縄
県
ホ
テ
ル
協
会
、
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
、
泡
盛
マ
イ
ス
タ
ー
協
会
、
日
本
ソ
ム
リ
エ
協
会
、
沖
縄
県
物
産
公
社
、
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

ほ
か

（
地
方
公
共
団
体
・
関
係
府
省
）
沖
縄
県
、
内
閣
府
、
国
税
庁
、
内
閣
官
房
、
外
務
省
、
農
水
省
、
観
光
庁
、
JE
T
R
O

具
体
的
な
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
例

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
合
の
開
催

平
成
3
0
年
４
月
1
3
日
：
第
1
回

1
4
日
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
立
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

（
第
1
回
島
酒
フ
ェ
ス
タ
）

平
成
3
0
年
８
月
1
0
日
：
第
２
回

平
成
3
0
年
1
1
月
２
日
：
第
３
回

平
成
3
1
年
1
月
2
7
日
：
第
４
回

平
成
3
1
年
4
月
1
4
日
：
第
５
回

取
組
内
容

・
行
動
計
画
（
平
成
3
1
年
4
月
1
4
日
改
定
）
に
基
づ
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
員
（
個
人
・
団
体
）
が
、
「
訪
日
外
国
人
に
対
す
る
視
点
」
、

「
海
外
市
場
に
対
す
る
視
点
」
お
よ
び
「
具
体
的
な
商
流
に
つ
な
げ
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
」
の
３
つ
の
視
点
か
ら
、
6
分
野
6
0
の
取

組
を
実
施

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
合
を
開
催
し
、
会
員
相
互
の
取
組
に
つ
い
て
情
報
交
換

・
欧
米
・
ア
ジ
ア
で
の
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
を
通
じ
て
、
泡
盛
酒
造

所
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
事
例
共
有
（
内
閣
府
）

・
琉
球
泡
盛
と
沖
縄
県
産
の
原
料
米
を
結
び
つ
け
る
「
琉
球
泡
盛
テ

ロ
ワ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
施
（
内
閣
府
、
農
林
水
産
省

ほ
か
）

・
在
外
公
館
等
に
お
い
て
、
会
食
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
文
化
事
業
等

の
機
会
を
捉
え
、
泡
盛
の
P
R
の
実
施
（
外
務
省
）

・
「
島
酒
フ
ェ
ス
タ
」
に
よ
る
地
域
D
M
O
と
の
連
携
し
た
酒
蔵
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
取
組
（
沖
縄
県
酒
造
組
合
）

な
ど

目
的

（
参
考
資
料
２
）



オ
ラ
ン
ダ
・
デ
ン
マ
ー
ク

（
株
）
B
lu
es
h
ip
沖
縄

ア
メ
リ
カ

（
株
）
ア
ド
ス
タ
ッ
フ
博
報
堂

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ヘ
リ
オ
ス
酒
造
（
株
）

中
国

（
株
）
新
垣
通
商

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
香
港

ま
さ
ひ
ろ
酒
造
（
株
）

韓
国
・
香
港

（
有
）
比
嘉
酒
造

実
施
地
域
（
欧
州
、
米
国
、
ア
ジ
ア
、
豪
州
）

（
参
考
資
料
３
）



琉
球
泡
盛
海
外
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
行
動
計
画
（
概
要
）

【
行
動
計
画
】

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
員
（
個
人
及
び
団
体
）
が
、
「
訪
日
外
国
人
」
と
「
海
外
市
場
」
の
２
つ
の
視
点
と
、
６
分
野
５
３
の
取
組
で
泡
盛

酒
造
所
の
海
外
輸
出
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
後
押
し

【
現
状
と
課
題
】

泡
盛
製
造
業
は
沖
縄
の
貴
重
な
地
場
産
業
で
あ
り
、
雇
用
の
確
保
や
地
域
経
済
の
振
興
に
重
要
な
役
割

泡
盛
の
海
外
輸
出
に
つ
い
て
は
日
本
酒
や
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
が
、
平
成
２
９
年
に
沖
縄
を
訪
れ
た
外
国
人
観
光

客
数
は
約
２
５
４
万
人
、
６
年
連
続
で
過
去
最
高
と
な
る
な
ど
、
海
外
に
お
け
る
泡
盛
の
認
知
度
向
上
を
図
る
に
は
追
い
風

関
税
や
貿
易
コ
ス
ト
等
に
よ
っ
て
販
売
価
格
が
高
く
な
る
こ
と
へ
の
対
応
、
外
国
人
に
対
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
不
足
、
外
国
語
へ

の
対
応
の
た
め
の
人
材
確
保
や
輸
出
の
た
め
の
知
識
不
足
な
ど
が
課
題

特
に
中
国
本
土
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
に
泡

盛
の
魅
力
を
効
果
的
に
伝
え
「
泡
盛
フ
ァ
ン
」
を
増
や
す

沖
縄
県
内
で
ス
ム
ー
ズ
に
泡
盛
を
「
観
光
土
産
」
と
し
て
購
入

で
き
る
よ
う
に
す
る

帰
国
後
も
「
泡
盛
フ
ァ
ン
」
（
＝
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
）
と
し

て
泡
盛
の
普
及
に
つ
な
げ
る

訪
日
外
国
人
に
対
す
る
視
点

泡
盛
は
、
ウ
オ
ッ
カ
、
ジ
ン
、
テ
キ
ー
ラ
等
と
並
ぶ
世
界
的
な

「
ハ
ー
ド
リ
カ
ー
」
と
し
て
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、

北
米
、
欧
州
の
市
場
へ
の
浸
透
を
図
る

海
外
の
市
場
へ
の
浸
透
を
図
る
た
め
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
、
泡
盛
の
認
知
度
向
上
に
向
け
た
取

組
を
進
め
る

情
報
発
信
の
強
化

効
果
的
な
販
路
拡
大
・
市
場
拡
大

品
質
・
技
術
の
向
上
／
人
材
の
育
成

ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

輸
出
環
境
の
整
備

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
の
連
携

ま
ず
は
「
３
年
後
に
倍
増
」
の
実
現

泡
盛
輸
出
数
量

20
20
年
に

70
K

L・
20

22
年
に

10
0K

L

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
等
を
活
用
し
た
琉
球
泡
盛
の

魅
力
の
国
内
外
へ
発
信
な
ど

モ
デ
ル
事
業
の
実
施
を
通
じ
た
販
路
拡
大
に
向
け

た
事
例
共
有
や
海
外
で
の
現
地
サ
ポ
ー
ト
な
ど

海
外
市
場
に
対
す
る
視
点

外
国
人
に
対
す
る
商
品
説
明
能
力
の
向
上
な
ど

地
理
的
表
示
（
琉
球
）
の
活
用
や
古
酒
の

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

な
ど

各
国
の
関
税
・
非
関
税
障
壁
の
撤
廃
に
向

け
た
取
組

な
ど

ク
ル
ー
ズ
船
向
け

PR
の
実
施
や
酒
蔵
ツ
ー

リ
ズ
ム
へ
の
取
組

な
ど

（
参
考
資
料
４
）



行
動
計
画
改
定
の
概
要

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1年
目
（

20
18
年
）
の
成
果

泡
盛
酒
造
所

29
社
に
対
し
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
商
談
の
実
施
な
ど
の
支
援
を
実
施
※

国
別
に
は

17
の
国
・
地
域
で
支
援
を
実
施
※

海
外
輸
出
を
行
っ
た
酒
造
所
は

22
社
（

20
17
年

19
社
）

総
輸
出
量
は
約

31
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
（

20
17
年

29
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
。
約

6％
増
）

※
国
内
で
実
施
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
事
業
等
を
除
く

20
20
年
の

70
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
今
後

2年
間
で
約

2.
3倍
増
と
、
取
組
の
加
速
化
が
必
要
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
「
訪
日
外
国
人
に
対
す
る
視
点
」
と
「
海
外
市
場
に
対
す
る
視
点
」
に
、
「
具
体
的
な
商
流
に

つ
な
げ
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
」
を
加
え
た
３
つ
の
視
点
で
取
組
を
進
め
て
い
く
。

会
員
の
具
体
的
な
行
動
と
し
て
、

6分
野

60
の
支
援
事
業
を
実
施
予
定
（

20
18
年
度

6分
野

53
）
※

(1
)情
報
発
信
の
強
化

:1
0事
業

(2
)効
果
的
な
販
路
拡
大
・
市
場
拡
大

:1
8事
業

(3
)品
質
・
技
術
の
向
上
／
人
材
育
成

:7
事
業

(4
)ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

:1
2事
業

(5
)輸
出
環
境
の
整
備

:7
事
業

(6
)イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
の
連
携

:6
事
業

※
再
掲
を
含
む

（
参
考
資
料
５
）



（参
考
）新
規
支
援
事
業

(1
)情
報
発
信
の
強
化

各
種
施
策
に
お
け
る
鑑
定
官
の
講
師
派
遣
【
国
税
庁
】

情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
整
備
と
活
用
【
国
税
庁
、
沖
縄
国
税
事
務
所
】

(2
)効
果
的
な
販
路
拡
大
・
市
場
拡
大

沖
縄
で
開
催
さ
れ
る
タ
イ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
け
る
泡
盛
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
【
沖
縄
県
】

(3
)品
質
・
技
術
の
向
上
／
人
材
育
成

(4
)ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

琉
球
泡
盛
の

PR
【
日
本
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
航
空
（
株
）
】

琉
球
泡
盛
テ
ロ
ワ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
【
琉
球
泡
盛
テ
ロ
ワ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
チ
ー
ム
（
沖
縄
総
合
事
務
局
、
沖
縄

国
税
事
務
所
、
沖
縄
県
、

JA
お
き
な
わ
、
沖
縄
県
酒
造
組
合
）
、
内
閣
府
沖
縄
振
興
局
、
農
林
水
産
省
政
策
統
括
官
・
農
林
水
産

技
術
会
議
事
務
局
】

琉
球
泡
盛
の
日
本
遺
産
へ
の
登
録
【
沖
縄
県
】

(5
)輸
出
環
境
の
整
備

海
外
販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援
窓
口
へ
の
誘
導
【
沖
縄
国
税
事
務
所
、
（
独
）
日
本
貿
易
振
興
機
構
】

(6
)イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
の
連
携



令 和 元 年 ７ 月 1 8 日 

内閣府沖縄総合事務局 

農 林 水 産 部 

「第３回食育活動表彰」における 

読谷村漁業協同組合の受賞について 

〇 「食育活動表彰」は、食育関係者を対象として、その功績を称え、そ

の取組内容を広く国民に周知し、食育を推進する優れた取組を全国に

展開することを目的に平成 28年度から実施しているもの。 

 ※「第３回食育活動表彰」の概要 

 ・主  催：農林水産省 

 ・対象部門：「ボランティア部門」、「教育関係者・事業者部門」 

 ・表  彰：農林水産大臣賞７点、消費・安全局長賞 14 点 

〇 読谷村漁業協同組合は、「おさかなフェスタ」（毎年７月）、「うみん

ちゅみなとピクニック」（毎月第３日曜日）、「定置網漁業体験」（漁を

行う平日・土曜日）など、食育に関する取組を積極的に実施し、魚や

魚料理、漁業を身近に感じてもらえるように工夫した取組を推進して

いる。 

〇 こうした取組が評価され、「第３回食育活動表彰」で農林水産省消

費・安全局長賞（教育関係者・事業者部門）の受賞が決定した。また、

本年６月 29 日、30 日に山梨県甲府市で開催された第 14 回全国食育

推進全国大会において、表彰式が実施された。 

【問い合わせ先】 

内閣府沖縄総合事務局 農林水産部食料産業課 

担当：翁長、勢理客、玉城 

電話：098－866－1673 



令 和 元 年 ７ 月 ４ 日 

～美ら島の未来を拓く～ 

沖 縄 総 合 事 務 局 

「子ども見学デー」の開催について 
～ 夏休み、沖縄総合事務局で、まなぶ、あそぶ！ ８月１日(木) ～ 

沖縄総合事務局では、子どもたちが広く社会を知る体験活動の機会を設けるとともに、

行政の仕事に関心を持ってもらい理解を深めてもらうことを目的として、「子ども見学デ

ー」を開催します。 ※年１回開催、今回４度目の開催 

防災について考えたり、紅型手染めを体験したり、お金・沖縄の農産物・バリアフリー

について学んだり、災害対策用機械の紹介など、様々な企画を用意して皆様をお待ちして

います。 

「子ども見学デー」 

（１）日 時  令和元年８月１日(木) １０：００～１６：００ 

（２）場 所  那覇第２地方合同庁舎２号館（那覇市おもろまち２－１－１） 

総合受付 ２号館１階エントランス（あっぷるタウン側） 

（３）対 象  小学生（大人の引率者が必要です。） 

（４）内容等 

  当日は、19のプログラムを予定しています。以下は代表例です。 

  ・防災について考えよう！～備えあれば憂いなし！～ 

  ・記者になって財務省・金融庁・国税庁について質問しよう！ 

  ～１億円の重さ体験・記念撮影あり～ 

  ・牛さんから何ができるのかなー？～バターをつくろう！～ 

  ・シャーベットアイスを体験しよう！～新鮮なお魚が届くまで～ 

  ・災害時に、はたらく車！ 

  ・バリアフリーって何だろう？（体験してみよう！バリアフリー教室） など 

※ 詳細は、別添チラシ、プログラム をご覧ください。 

【本件問い合わせ先】 

内閣府沖縄総合事務局 

総務部総務課広報室 大城（隆）、大城(建)、新里 

電 話：０９８－８６６－００４４ 

ＦＡＸ：０９８－８６０－１０００ 



夏休み、沖縄総合事務局で まなぶ、あそぶ

子ども見学デー
夏休みに、国のお仕事をのぞいてみませんか？

1年間で 1日だけ、自由に見学できるチャンスです !
いろんなプログラムがあります。おたのしみに !

と　　き

と こ ろ

たいしょう

ひ よ う

令和元年 8月 1日（木ようび）
午前10時～午後 4時（ちょっとでも大歓迎 !）

那覇第 2地方合同庁舎 2号館
（那覇市おもろまち 2-1-1）

小学生（お父さん、お母さん、引率の先生と来てね !）
※保護者の同伴が必要です。

無料（0円 !）
　子ども見学デーでは、さまざまな企画を用意して皆様をお待ちしています。
　プログラムには、当日自由に参加できるものと、事前に申込が必要なものがあり
ます。詳細については、沖縄総合事務局ホームページをご覧ください。

http://www.ogb.go.jp

あっぷるタウンの向かい

問い合わせ先：沖縄総合事務局総務部総務課広報室　電話：098-866-0044

※駐車スペースに限りがあります。ご来場の際には公共交通機関をご利用ください。



内 容 時 間 場 所 申込

1
記念撮影 訪問の思い出に記念撮影をしよう！ 10:00～16:00 6階特別会議室

不要

2

防災について考えよう！～備えあれば憂いなし！～ ・訪問された方の住んでいる街の防災マップを見なが
ら、災害が発生した場合にどこへ避難するべきかなど
を学習する。
・防災備蓄食の試食
・地震の仕組み、防災への備えの大切さに関するパ
ネル展示
・防災に関するクイズ（粗品有り）
・身近な物で作れる防災グッズ

10:00～16:00 6階特別会議室

不要

3
クイズに挑戦！！「お金って何？」
　（沖縄国税事務所と共同）

「新しい日本銀行券」などのパネルを確認して、クイズ
に挑戦してもらう。

10:00～16:00
1階エントランス（待合スペースの一部）
及び10階会議室（査定室１・２）

不要

4
記者になって財務省・金融庁・国税庁について質問
しよう！
～１億円の重さ体験・記念撮影あり～

財務部内の見学、仕事内容の紹介、
1億円の重さ体験、記念撮影、
職員とのミニ記者会見

【小学4年生以上】
（各回定員15名）
11:00～11:45
14:00～14:45

10階研修室兼会議室 必要

5

牛さんから何ができるのかなー？～バターをつくろ
う！～

バター作り体験、畜産に関するパネル展示（バター作
り体験のみ要申込、各回定員10名）

11:00～11：50
12:00～12：50
13:00～13：50
14:00～14：50

2階DE会議室

必要

6

学ぼう。「水」のこと、「むら」のこと。 ・臨場感あふれる映像で見学体験
・クイズにチャレンジ（田んぼの水はどこからやってく
る？）
・農山漁村体験のＤＶＤ上映

10：00～16：00 2階DE会議室

不要

7
あなたも今日から虫博士！～虫から農作物を守る
～

虫から農作物を守る方法についてパネル等で説明、
害虫の実物・模型展示

10：00～16：00 １階行政情報プラザ
不要

8
森と海からのおくりもの 木製品等を活用した森と海のクイズ、パネル展示　等 10：00～16：00 １階行政情報プラザ

不要

9
知っている？沖縄の農業 ・沖縄の農業について、統計データを用いたクイズ

・パソコンを使ったグラフ作成
10：00～16：00 １階行政情報プラザ

不要

10

たべるをまなぼう！　～島野菜を使ったお菓子づくり
～

・島野菜を使ったお菓子づくり教室（各回定員10名、要
申込み）
・食育ＳＡＴシステム体験
・食育、食べ残し（食品ロス）の行方についてパネル展
示

10：00～16：00
(お菓子づくり教室)
①10：00～11：30
②13：30～15：00

2階DE会議室

必要

11

「紅型」手染め体験！
～世界でひとつのオリジナルトートバックをつくろ
う！～

沖縄の伝統的工芸品である「琉球びんがた」の染め
体験（トートバック製作）をしてもらい、伝統的工芸品を
より身近に感じてもらう。

・体験
10：30～12：00
13：00～14：30
14：30～16：00

6階研修室

必要

12
クイズで学ぼう！！リサイクル♪ 小型家電等のリサイクルについて、クイズや展示を通

して楽しく学ぶ。
10：00～16：00 10階会議室

不要

13

電気って、どうやってはかっているの？
「楽しく知ろう電気メーター」
～作ってみようペットボトルエコライト～

・電気メーターのはたらきがわかるDVD上映
・電気メーターの展示
・電気メーターの動作体験
　　　　　　(シミュレーションパネルの展示)
・ペットボトルエコライト工作

工作：
10:30～11:30
14:00～15:00
展示：
10:00～16:00

10階会議室

工作の
み必要

14

シャーベットアイスを体験しよう！
～新鮮なお魚が届くまで～

　魚などの水産物を海外に輸出する際の鮮度を保つ
方法について紹介します。
●なぜ、魚を冷やしておくと鮮度を保つことが出来る
のか。
●過冷却とは　等

みて、さわって、食べて、楽しみながら学ぶことができ
る体験内容です。

（体験）
10：15～11：00
11：15～12：00
13：30～14：15
14：45～15：30
（体験以外）
10：00～16：00

6階会議室

体験の
み必要

15

港や空港について学ぼう！ ・港湾や空港に関するパネル展示
・地盤液状化現象の実験、紙飛行機つくり、船の塗り
絵

10:00-16:00 １階AB会議室

不要

16

災害時に、はたらく車！ 災害が発生した際に現場に出動し、安全確保及び復
旧作業を行う機械の紹介
※災害対策用機械カードの配布あり（先着５００名）

10:00～16:00 西側駐車場（屋外）

不要 （注１）

17

地球にやさしい自動車大集合 最新鋭の地球にやさしい自動車や自動ブレーキなど
の安全装置を搭載したサポカーをより身近に感じても
らうため、自動車の展示及び自動ブレーキのデモンス
トレーションを実施します。

10：00～15：00 西側駐車場（屋外）
不要
（※先
着順）

（注１）

18

バリアフリーって何だろう？
～体験してみよう！バリアフリー教室～

ノンステップバスを利用したバリアフリー体験を通して
バリアフリーについての理解を深めてもらう。
バリアフリー体験は、車いす・視覚障害・高齢者疑似
体験を行う。

10:00～15:00 玄関付近

不要 （注２）

19
自動車の安全を学ぼう
（自動車事故対策機構沖縄支所）

・自動車アセスメント（自動車、チャイルドシートの安全
性能評価）の試験映像、パネル、パンフレット等による
紹介
・自動車事故対策機構が行っている自動車事故に係
る被害者支援の取組の紹介
・運送事業の運転者が受ける適性診断の体験受診

10:00～15:00 1階AB会議室 不要

プログラム

プログラム一覧

（注１）プログラム16、17は、荒天時には一部中止となる場合があります。

（注２）プログラム18は、雨天時には中止となります。



参加・申込み方法 

１ 自由に参加できるプログラム 

内閣府沖縄総合事務局 那覇市おもろまち 2-1-1 那覇第 2地方合同庁舎 2 号館  

１階「総合受付」までお越しください。 全体プログラムをお渡しします。

２ 事前申し込みが必要な６プログラム 

メールに以下の①～④事項を必ず記入し、お申し込みください。 

① 保護者(引率者)の氏名、電話番号

② 参加者情報・参加者(子ども)の氏名、学年、引率者(大人)人数

③ 第１希望プログラム・開催時間（下記の記号 Ａ～Ｑ より選択）

④ 第２希望プログラム・開催時間（ 〃 ） 

申込期限 令和元年 7月 22日(月) 必着

注１：申し込み多数の場合、先着順とさせていただきます。 

注２：集合時間・場所は、返信メールでお知らせします。 

注３：上記の申込アドレスから返信しますので、受信できるよう設定願います。 

注４：キャンセルする場合、必ずご連絡ください。 

※ 駐車スペースに限りがあります。 
ご来場の際には、公共交通機関を御利用ください。 



  プログラム 記号 時間 定員（引率者除く） 

４ 記者になって財務省・金融庁・国

税庁について質問しよう！ 

～１億円の重さ体験・記念撮影あり～ 

Ａ 

Ｂ 

【小学４年生以上】 

11:00～11:45 

14:00～14:45 

15名 

15名 

５ 牛さんから何ができるのかなー？ 

～バターをつくろう！～ Ｃ 

Ｄ 

E 

F 

【バターづくり体験】 

11:00～11:50 

12:00～12:50 

13:00～13:50 

14:00～14:50 

10名 

10名 

10名 

10名 

10 たべるをまなぼう！～島野菜を使

ったお菓子づくり～ Ｇ 

Ｈ 

【教室のみ必要】 

10:00～11:30 

13:30～15:00 

10名 

10名 

11 「紅型」手染め体験！ 

～世界でひとつのオリジナルトー 

トバックをつくろう！～ 

I 

J 

K 

【体験】 

10:30～12:00 

13:00～14:30 

14:30～16:00 

20名 

20名 

20名 

13 電気って、どうやってはかってい 

るの？～作ってみようペットボト 

ルエコライト～ 

Ｌ 

Ｍ 

【工作のみ必要】 

10:30～11:30 

14:00～15:00 

15名 

15名 

14 シャーベットアイスを体験しよ

う！～新鮮なお魚が届くまで～ Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

【体験のみ必要】 

10:15～11:00 

11:15～12:00 

13:30～14:15 

14:45～15:30 

15名 

15名 

15名 

15名 

※ ｢子ども見学デー｣で取得作成した個人情報は適切に管理し、その業務目的以外 

の用途には利用いたしません。 

※ 開催当日の会場の様子や、会場に訪れた方々の様子を撮影し、後日、沖縄総合 

事務局などのホームページや広報誌などに掲載させていただく場合があります。 

予めご了承ください。 


